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認知症施策の課題 

① 認知症バリアフリーの推進 

【認知症の方が地域で生活するうえでの課題】 

・行方不明、家族からの虐待、無銭飲食や万引きにあたる行為、近隣への迷惑行為 

（ゴミ屋敷、庭の手入れが困難、攻撃的な言葉や様子）、銀行や ATMの利用が困難、買い物が困難、

保清困難（異臭・汚れた服）、コミュニケーションが困難、社会参加が困難など） 

 

【解決に向けての取組と手法】  

・関係機関の役割と円滑な連携の構築 

・介護保険サービスや、地域の見守り、インフォーマルサービスでは対応できない支援につい

ての体制整備。 

  ・見守り体制の構築（近隣の顔見知りを増やす。心配な人を見かけたときの連携先を増やす） 

・連携における個人情報の取り扱いについての整理。根拠法令の整理。 

 

② 若年性認知症の人への支援・社会参加支援 

・相談事例の検証、支援ニーズの検証、支援内容を検討していく必要がある。 
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